
1 令和6年9月30日（月曜日） （第18155号）東　京　都　公　報
日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

▷

目

次

規　
　
　

則

○
東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規

　

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
制
度
企
画
課
）…	

二

訓　
　
　

令

○
東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規

　

則
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
制
度
企
画
課
）…	

三

告　
　
　

示

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
四
十
八
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
政
策
企
画
局
総
務
部
総
務
課
）…	

五

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
四
十
九
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
子
供
政
策
連
携
室
総
合
推
進
部
総
務
課
）…	

五

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）の

　

一
部
改
正
…
…
…
…（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
国
際
金
融
都
市
戦
略
室
戦
略
推
進
部
戦
略
企
画
課
）…	
六

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
一
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
総
務
部
総
務
課
）…	

六

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
二
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
財
務
局
経
理
部
総
務
課
）…	

六

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
三
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
局
総
務
部
総
務
課
）…	

六

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
四
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
主
税
局
総
務
部
職
員
課
）…	

六

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
五
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
総
務
部
総
務
課
）…	

六

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
六
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
総
務
部
総
務
課
）…	

六

○
市
街
地
再
開
発
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
再
開
発
課
）…	

六

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
七
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
住
宅
政
策
本
部
住
宅
企
画
部
総
務
課
）…	

七

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
八
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
総
務
部
総
務
課
）…	

七

○
平
成
二
十
一
年
東
京
都
告
示
第
九
百
八
十
八
号
（
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に

　

関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
四
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
四
条
の
十
三
第
二
号
に
規
定
す
る
知

　

事
が
別
に
定
め
る
発
電
又
は
熱
利
用
並
び
に
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
知
事
が
別
に
定
め
る

　

発
電
）
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
気
候
変
動
対
策
部
総
量
削
減
課
）…	

七

○
平
成
二
十
四
年
東
京
都
告
示
第
五
百
三
十
号
（
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関

　

す
る
条
例
施
行
規
則
第
四
条
の
十
第
一
項
第
五
号
の
知
事
が
別
に
定
め
る
日
、
規
則
第
四
条

　

の
十
一
の
三
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
条
の
十
三
第
三
号
の
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
、
規

　

則
第
四
条
の
十
四
第
一
項
の
表
一
の
項
及
び
二
の
項
下
欄
の
知
事
が
別
に
定
め
る
義
務
の
履

　

行
又
は
措
置
の
実
施
並
び
に
同
項
上
欄
の
知
事
が
別
に
定
め
る
振
替
可
能
削
減
量
）
の
一
部

　

改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…	

七

○
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
東
京
都
規

　

則
第
三
十
四
号
）
第
四
条
の
十
六
第
七
項
の
表
二
の
項
上
欄
に
規
定
す
る
知
事
が
別
に
定
め

　

る
基
準
と
な
る
期
間
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…	

七

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
九
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
福
祉
局
総
務
部
職
員
課
）…	

八

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）の

　

一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
保
健
医
療
局
総
務
部
職
員
課
）…	

八

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
一
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
産
業
労
働
局
総
務
部
職
員
課
）…	

八

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
二
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
中
央
卸
売
市
場
管
理
部
総
務
課
）…	

八

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
三
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
総
務
部
職
員
課
）…	

八

○
都
道
の
区
域
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
路
政
課
）…	

九

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
四
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
港
湾
局
総
務
部
総
務
課
）…	

一
〇

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
五
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）



2令和6年9月30日（月曜日）（第18155号） 東　京　都　公　報

　

一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

二
一

告　
　
　

示
（
議
）

○
令
和
六
年
東
京
都
議
会
議
長
告
示
第
一
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

二
一

公　
　
　

告

○
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
指
定
取
消
し
…
…
…
…
…
…（
主
税
局
課
税
部
課
税
指
導
課
）…	

二
一

○
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く
着
工
の
届
出
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課
）…	

二
一

規
　
　
　
則

東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
五
号

東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
（
昭

和
四
十
六
年
東
京
都
規
則
第
二
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
（
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
（
以
下
「
特
例
給
付
」
と
い
う
。
）
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
七
条
を
削
る
。

　
　

附　

則

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

令
和
六
年
九
月
以
前
の
月
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六

年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
同
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
附

則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
会
計
管
理
局
管
理
部
総
務
課
）…	

一
〇

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
六
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
都
労
働
委
員
会
）…	

一
〇

○
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
七
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）

　

の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
都
収
用
委
員
会
）…	

一
〇

告　
　
　

示
（
教
）

○
令
和
六
年
東
京
都
教
育
委
員
会
告
示
第
十
二
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬

　

の
額
）
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

一
〇

告　
　
　

示
（
選
）

○
令
和
六
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
六
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一

　

種
報
酬
の
額
）
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

一
〇

告　
　
　

示
（
人
）

○
令
和
六
年
東
京
都
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の

　

額
）
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

一
〇

告　
　
　

示
（
警
）

○
警
視
庁
告
示
第
六
十
二
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
改
正
…
…	

一
〇

規　
　
　

程
（
交
）

○
東
京
都
交
通
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関

　

す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

一
〇

○
東
京
都
地
下
高
速
電
車
と
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
線
と
の
時
間
制
乗
車
券
及
び
東
京
都
乗
合

　

自
動
車
一
日
乗
車
券
の
発
売
等
の
特
例
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

一
三

規　
　
　

程
（
水
）

○
東
京
都
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
規
程
の

　

一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	
一
四

○
東
京
都
水
道
局
庁
内
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	
一
七

○
東
京
都
水
道
局
待
機
勤
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

一
八

規　
　
　

程
（
下
水
）

○
東
京
都
下
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
取
扱
規
程
の

　

一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

一
八

告　
　
　

示
（
消
）

○
令
和
六
年
東
京
消
防
庁
告
示
第
三
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
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訓
　
　
　
令

◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
五
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
取
扱

規
程
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都
訓
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

第
一
条
中
「
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
」
、
「
（
規
則
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
」
及
び
「
（
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
八
条
中
「
（
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「児

童
手
当

特
例
給
付

」
を
「児

童
手
当

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
２
号
様
式
(
第
３
条
関
係

) 

第
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

東
京
都
知
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
手
当
 
認

定
 

認
定
請
求
却
下
 
通
知
書
 

 
 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
付
け
で
請
求
の
あ
つ
た
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
 

 
認

定
 

 
 

 
 

 
 
認
定
請
求
を
却
下
 
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
 

記
 

 ２ 手当月額
 

   
 

認
定

に
関

す
る

事
項
 

 

 １
 
支
給
対
象
児
童
数
 

 
 
 

３
歳
未
満
 

 
 

 

人
 

 

３
歳
以
上
 

 

人
 

 

第
３
子
以
降
 

 

人
 

 
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
 

 
 

 

２
 
手
当
月
額
 

３
歳
未
満
 

 
 

 

円
 

 

３
歳
以
上
 

 

円
 

 

第
３
子
以
降
 

 

円
 

 

計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 

３
 
支
給
開
始
年
月
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
か
ら
 

 ４
 
支
給
対
象
児
童
に
該
当
し
な
い
児
童
の
氏
名
及
び
そ
の
理
由
 

 
 
 
( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
) 

認
定
請
求
却
下
に
関
す
る
事
項
 

却
下
し
た
理
由
 

( 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

) 

備
考
 

 
 

１
 
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
以
内
に
、

内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
)。

 
２

 
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
東
京
都
を
被

告
と
し
て
(訴
訟
に
お
い
て
東
京
都
を
代
表
す
る
者
は
東
京
都
知
事
と
な
り
ま
す
。
)、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、

こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
）
。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
当
該
審
査

請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
当
該
裁
決
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）
。
 

 

(
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番

) 
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第３号様式（第３条関係）

（表）

（日本産業規格Ａ列４番）

　・　　　・ 　・　　　・・父母指定者

・同居父母

・　　　・ 同・別 　年　　　月 有・無
同一
・

維持

・未成年後見人

　・　　　・

　・　　　・・父母指定者

・同居父母

・未成年後見人

　・　　　・ 　・　　　・ 　・　　　・

円
円

備考

　・　　　・・父母指定者

円

計　　　　　　　　　　　　　　円

　・　　　・

手当月額
３歳未満
３歳以上
第３子以降

同一
・

維持

・未成年後見人

　・　　　・ 　・　　　・

・　　　・ 同・別 　年　　　月 有・無
同一
・

維持

・　　　・

・　　　・ 同・別 　年　　　月

同一
・

維持
・　　　・ 同・別 　年　　　月

・　　　・ 同・別 　年　　　月 有・無

有・無

支給消滅事由

認定年月日
支給開始年月
消滅年月日

　・　　　・・父母指定者

・同居父母

有・無

・父母指定者

有・無
同一
・

維持

有・無
同一
・

維持

有・無
同一
・

維持

の別 の出国年月

・未成年後見人

　・　　　・ 　・　　　・同・別 　年　　　月

　・　　　・

住　　　　　　所
監護の
有　無

・未成年後見人

　・　　　・・父母指定者

・同居父母

同居･ 海外留学
別居 している場合

・学生
・無職
・その他

　・　　　・
1.同居し、日常生活上の世話・必要な保護をしている
2.別居しているが、定期的な連絡・面会等をしてお
り、監護相当である
3.その他（　　　　　　　　　　）

児童の兄姉等
（18歳に達する日
以後の最初の３月
31日から22歳に達
する日以後の最初
の３月31日までの

間にある者）

生年月日

児
　
　
　
童

氏　　　　名 続 柄 生 年 月 日

氏名 続柄

・　　　・ 同・別 　年　　　月

・　　　・ 同・別 　年　　　月

住所

　・　　　・

児児童童手手当当　　受受給給者者情情報報

受
給
者

氏 名
住 所

性 別 男・女 生 年 月 日 　　　　　年　　　月　　　日 （　　　　　年　　　月　　　日変更）

〒　　　－

 1.生活費（食費、家賃等）
 2.学費
 3.その他（　　　　　　）

児童手当該当年月日

非該当年月日
３歳未満

生計
関係

児童との
関係

職 員 番 号

　・　　　・ 　・　　　・

３歳以上

　・　　　・ 　・　　　・

・同居父母

　・　　　・ 　・　　　・ 　・　　　・

　・　　　・ 　・　　　・ 　・　　　・・父母指定者

・同居父母

　・　　　・　・　　　・

第３子以降

　・　　　・

・未成年後見人

　・　　　・

・父母指定者

・同居父母

・未成年後見人

　・　　　・

同一
・

維持

・未成年後見人

　・　　　・

・同居父母

　　　　年　　　　月　　　　日
　　　　年　　　　月

　　　　年　　　　月　　　　日
所得の状況

 　　　　　　　　年分所得額

円

被用者・公務員・被用者でない者配偶者等の職業配偶者等の有無 配偶者等の氏名有・無

申立人による生計費の負担の状況
（該当するもの全てに〇）

申立人による監護相当の状況
（いずれかに〇）

職業等 通学先
(学生の場合のみ)

卒業予定時期
(学生の場合のみ)

1.同居し、日常生活上の世話・必要な保護をしている
2.別居しているが、定期的な連絡・面会等をしてお
り、監護相当である
3.その他（　　　　　　　　　　）

 1.生活費（食費、家賃等）
 2.学費
 3.その他（　　　　　　）

・学生
・無職
・その他

　・　　　・

　・　　　・

（裏）

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・

円 円 円

事務担当者 　

円 円 円

円 円

　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

備考

　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
　

二
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円 円 円 円

事務担当者 　 　 　 　 　
円 円 円 円

支払金額

３歳未満 円 円 円

３歳以上 円 円

第３子以降 円 円

計

支
　
　
　
払
　
　
　
金
　
　
　
額

十
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・

円

円

円

支払金額

３歳未満 円

円 円

第３子以降 円

十
二
月
期

区分

現

況

届

届出の有無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

年度
　　　　　　年　　度 　　　　　　年　　度 　　　　　　年　　度

円 円 円

備考

前年の所得額

円 円

計 円 円

円円

３歳以上 円 円
支払金額

３歳未満

円

　　　　　　年　　度

有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

　　　　　　　　　・　　　　　・

円 円

円

円

円

円

　 　 　

　　　　　　年　　度

円

第３子以降 円 円 円 円 円

３歳以上 円 円 円 円

円

事務担当者 　 　 　 　 　
計 円 円 円 円

四
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

円

円

円

円 円 円

事務担当者 　 　 　 　

　　　　　　　　　・　　　　　・

支払金額

３歳未満 円 円 円 円

３歳以上 円 円 円 円

第３子以降 円

計 円 円 円 円

　

六
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

円

円

円

　　　　　　　　　・　　　　　・

支払金額

３歳未満 円 円 円 円

３歳以上 円 円 円 円

円

計 円 円 円 円

第３子以降 円 円 円

事務担当者 　 　 　 　 　

八
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

　　　　　　　　　・　　　　　・

支払金額

３歳未満 円 円

３歳以上 円

円 円

円 円 円 円

第３子以降 円 円 円 円 円

円

　 　　
計 円 円 円 円

事務担当者 　 　
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第
４
号
様
式
(
第
４
条
関
係

) 

第
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

東
京
都
知
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
手
当
 
額

改
定
 

額
改
定
請
求
却
下
 
通
知
書
 

児
童
手
当
の
額
改
定
に
つ
い
て
は
 
請
求
、
届
出
 

職
権
 

に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
 

 
改

定
 

 
却

下
 
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
 

記
 

 ２ 手当月額
 

   
 

額
改

定
に

関
す

る
事

項
 

 

 １
 
改
定
後
の
支
給
対
象
児
童
数
 

 
 
 

３
歳
未
満
 

 
 

 

人
 

 

３
歳
以
上
 

 

人
 

 

第
３
子
以
降
 

 

人
 

 
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
 

 
 

 

２
 
改
定
後
の
手
当
月
額
 

３
歳
未
満
 

 
 

 

円
 

 

３
歳
以
上
 

 

円
 

 

第
３
子
以
降
 

 

円
 

 

計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 

３
 
改
定
年
月
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
か
ら
 

 ４
 
改
定
（
増
・
減
）
の
理
由
( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

額
改
定
請
求
却
下
に
関
す
る
事
項
 

却
下
し
た
理
由
 

( 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

) 

備
考
 

 

１
 
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
以
内
に
、

内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
)。

 
２

 
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
東
京
都
を
被

告
と
し
て
(訴
訟
に
お
い
て
東
京
都
を
代
表
す
る
者
は
東
京
都
知
事
と
な
り
ま
す
。
)、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、

こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
）
。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
当
該
審
査

請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
当
該
裁
決
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）
。
 

 

(
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番

) 

別
記
第
五
号
様
式
か
ら
第
七
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「児

童
手
当

特
例
給
付

」
を
「児

童
手
当

」
に
改
め
る
。

　
　

附　

則

１　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

令
和
六
年
九
月
以
前
の
月
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六

年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
同
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
附

則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定

及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
取
扱
規
程
の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存

す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

告
　
　
　
示

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
九
十
一
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
四
十
八
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

　
　

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
九
十
二
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
四
十
九
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円
」
に
改
め
る
。
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円

」
に
、
「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
九
十
九
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
六
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
十
条
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示

す
る
。令

和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

組
合
の
名
称

十
条
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二　

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま

で
三　

施
行
地
区

北
区
上
十
条
一
丁
目
及
び
上
十
条
二
丁
目
各
地
内

　
　

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
九
十
六
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
三
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

　
　

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
九
十
七
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
四
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円
」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
九
十
八
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
五
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「8,990円

」
を
「9,530円

」
に
、
「6,960円

」
を
「7,380円

」

に
、
「4,640円

」
を
「4,920円

」
に
、
「3,480円

」
を
「3,690

　
　

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
九
十
三
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職

員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

　
　

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
九
十
四
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
一
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「8,680円

」
を
「9,070円

」
に
、
「8,630円

」
を
「9,020円

」

に
、
「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

　
　

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
九
十
五
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
二
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。
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知
事
が
別
に
定
め
る
振
替
可
能
削
減
量
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

二
中
「
平
成
三
十
二
年
度
」
を
「
令
和
二
年
度
」
に
改
め
る
。

五
㈡
中
「
県
内
削
減
量
」
の
下
に
「
（
規
則
第
四
条
の
十
一
の
二

に
定
め
る
方
法
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

附　

則

１　

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い

う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
二
十
四
年
東
京
都
告
示
第
五

百
三
十
号
（
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
第
四
条
の
十
第
一
項
第
五
号
の
知
事
が
別
に
定
め
る

日
、
規
則
第
四
条
の
十
一
の
三
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
条
の
十

三
第
三
号
の
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
、
規
則
第
四
条
の
十
四
第

一
項
の
表
一
の
項
及
び
二
の
項
下
欄
の
知
事
が
別
に
定
め
る
義
務

の
履
行
又
は
措
置
の
実
施
並
び
に
同
項
上
欄
の
知
事
が
別
に
定
め

る
振
替
可
能
削
減
量
）
五
の
規
定
は
、
算
定
の
対
象
と
な
る
年
度

が
施
行
日
以
降
で
あ
る
県
内
削
減
量
に
係
る
算
定
を
行
う
場
合
に

つ
い
て
適
用
し
、
算
定
の
対
象
と
な
る
年
度
が
令
和
六
年
度
以
前

で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

こ
の
告
示
の
施
行
日
前
に
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環

境
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
二
百
十
五
号
）

第
五
条
の
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る
削
減
量
口
座
簿
に
記
録
さ
れ

て
い
る
連
携
県
等
削
減
量
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
五
号

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

発
電
又
は
熱
利
用
並
び
に
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
知
事
が
別
に
定

め
る
発
電
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

前
文
中
「
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
」
を
削
る
。

三
中
「
木
材
パ
ル
プ
の
製
造
の
際
に
生
ず
る
廃
液
」
を
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規

則
（
平
成
二
十
四
年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項

第
十
一
号
ハ
に
規
定
さ
れ
る
基
準
に
適
合
し
な
い
バ
イ
オ
マ
ス
」
に
、

「
規
則
第
三
条
の
二
」
を
「
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境

に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
二
百
十
五
号
）
第
五

条
の
二
十
五
」
に
改
め
る
。

附　

則

１　

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
発
電
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
当
該
発
電
に
係
る
都
民
の
健
康

と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三

年
東
京
都
規
則
第
三
十
四
号
）
第
四
条
の
二
十
一
の
八
第
二
項
に

基
づ
く
申
請
が
令
和
八
年
四
月
一
日
以
後
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
号

平
成
二
十
四
年
東
京
都
告
示
第
五
百
三
十
号
（
都
民
の
健
康
と
安

全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
四
条
の
十
第
一
項

第
五
号
の
知
事
が
別
に
定
め
る
日
、
規
則
第
四
条
の
十
一
の
三
第
一

項
第
三
号
及
び
第
四
条
の
十
三
第
三
号
の
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
、

規
則
第
四
条
の
十
四
第
一
項
の
表
一
の
項
及
び
二
の
項
下
欄
の
知
事

が
別
に
定
め
る
義
務
の
履
行
又
は
措
置
の
実
施
並
び
に
同
項
上
欄
の

四　

事
務
所
の
所
在
地
及
び
設
立
認
可
の
年
月
日

北
区
上
十
条
二
丁
目
七
番
十
一
号

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
六
日

五　

事
業
計
画
の
変
更
認
可
の
年
月
日

令
和
六
年
九
月
三
十
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
一
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
七
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
八
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
号

平
成
二
十
一
年
東
京
都
告
示
第
九
百
八
十
八
号
（
都
民
の
健
康
と

安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
四
条
の
十
二
第

一
項
及
び
第
四
条
の
十
三
第
二
号
に
規
定
す
る
知
事
が
別
に
定
め
る
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に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
八
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
一
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「143,800円

」
を
「152,500円

」
に
、
「1,160円

」
を
「1,230

円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
九
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
二
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
十
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
三
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

択
し
た
も
の
及
び
同
項
第
三
号
イ
の
量
を
選
択
し
た
も
の
に
限

る
。
）　

削
減
義
務
期
間
の
開
始
の
年
度
の
三
箇
年
度
前
か
ら
前

年
度
ま
で
の
期
間

四　

令
和
七
年
四
月
一
日
以
降
に
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
と

な
る
事
業
所
（
条
例
第
五
条
の
十
三
第
一
項
第
三
号
ウ
の
量
を
選

択
し
た
も
の
に
限
る
。
）　

条
例
第
五
条
の
十
三
第
一
項
第
三
号

に
規
定
す
る
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
に
再
度
該
当
し
た
日

の
属
す
る
年
度
の
三
箇
年
度
前
か
ら
前
年
度
ま
で
の
期
間

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
六
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
九
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「8,630円

」
を
「9,020円

」
に
、
「143,800円

」
を
「152,500

円

」
に
、
「129,900円

」
を
「137,800円

」
に
、
「111,400円

」

を
「118,100円
」
に
、
「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
七
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤
職

員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「8,630円

」
を
「9,020円

」
に
、
「1,160円

」
を
「1,230円

」

（
平
成
十
三
年
東
京
都
規
則
第
三
十
四
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い

う
。
）
第
四
条
の
十
六
第
七
項
の
表
二
の
項
上
欄
に
規
定
す
る
知
事

が
別
に
定
め
る
基
準
と
な
る
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業

所
で
あ
る
事
業
所
（
二
か
ら
四
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
所
を
除

く
。
）　

令
和
四
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
連
続
す
る
三
箇

年
度
（
当
該
三
箇
年
度
中
に
、
規
則
第
四
条
の
十
七
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
が
選
択
す
る
連
続
す
る

三
箇
年
度
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
年
度
が
該
当
す
る
場
合
で
、
当

該
年
度
が
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
の
特
定
温
室
効
果
ガ
ス

年
度
排
出
量
が
標
準
的
で
な
い
と
知
事
が
特
に
認
め
る
年
度
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
度
を
除
く
二
箇
年
度
又
は
一
箇
年

度
）
の
期
間

二　

令
和
七
年
四
月
一
日
以
降
に
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
と

な
る
事
業
所
（
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る

条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
二
百
十
五
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
ア
の
量
を
選
択

し
た
も
の
及
び
同
項
第
三
号
ア
の
量
を
選
択
し
た
も
の
に
限

る
。
）　

規
則
第
四
条
の
十
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
地
球

温
暖
化
対
策
事
業
者
が
選
択
す
る
連
続
す
る
三
箇
年
度
（
当
該
三

箇
年
度
の
う
ち
に
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
の
特
定
温
室
効

果
ガ
ス
年
度
排
出
量
が
標
準
的
で
な
い
と
知
事
が
特
に
認
め
る
年

度
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
度
を
除
く
二
箇
年
度
又
は

一
箇
年
度
）
の
期
間

三　

令
和
七
年
四
月
一
日
以
降
に
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
と

な
る
事
業
所
（
条
例
第
五
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
イ
の
量
を
選
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令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

路
線
名

千
代
田
練
馬
田
無

二

変
更
の
区
間

千
代
田
区
飯
田
橋
四
丁
目
二
十
六
番
地
内
か
ら

同
所
三
十
三
番
一
地
内
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り

◉
東
京
都
告
示
第
千
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
九
月
三
十
日
か
ら
起
算
し
て
二
週

間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

「8,630円

」
を
「9,020円

」
に
、
「1,160円

」
を
「1,230円

」

に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

二
六一

七
の
二
五

後楽二丁目

後楽一丁目

下宮比町

揚場町

文京区

飯田橋四丁目

千代田区

新宿区

三
三
の
一

神田川

神田川

●●

別　

図

面

積　

二

七

・

〇

七

平

方

メ

ー

ト

ル

延

長　
　

九

・

七

二

メ

ー

ト

ル

編
入
区
域

特
別
区
道

都　
　

道

千
代
田
区
飯
田
橋
四
丁
目
地
内

都
道
千
代
田
練
馬
田
無
線
区
域
変
更
略
図

都道飯田橋石神井新座線

都
道
千
代
田
練
馬
田
無
線

都
道
千
代
田
練
馬
田
無
線

都道外濠環状線

至弁天町

至
九
段
南

至
目
白

至湯島

至
四
谷

三
三
の
一

0.94

2.
29

3.92

4.
05

3.45

いいだばし

飯田橋三丁目

神田川

三丁目

飯田橋
二丁目一丁目

飯田橋
四丁目

富士見一丁目

富士見二丁目

Ｊ
Ｒ
中
央
線

都道外濠環状線

市谷船
河原町

若宮町

袋町

神楽坂

五丁目
四丁目

神楽坂
三丁目

二丁目

神
楽
坂
一
丁
目

揚場町

津久戸町

下宮比町

筑土八幡町

白銀町

神楽坂

東五軒町
西五軒町 新小川町

後楽二丁目

後楽一丁目

春日一丁目

都道牛込小石川線

神田川

都
道
千
代
田
練
馬
田
無
線

至御茶ノ水

至湯島

文京区新宿区

千代田区至
市
ケ
谷

至
四
谷

六丁目至
弁
天
町

都道飯 田
橋
石
神
井
新
座
線

至
若
松
町

至本郷

至目白

至
九
段
南

飯田橋三丁目

区域変更箇所

神田三崎町

飯田橋

神楽坂

神楽坂
神楽

河岸
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附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示
（
人
）

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
告
示
第
二
号

令
和
六
年
東
京
都
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号
（
令
和
六
年
度
非
常

勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
人
事
委
員
会

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示
（
警
）

◉警
視
庁
告
示
第
188号

令
和
６
年
警
視
庁
告
示
第
62号

（令
和
６
年
度
非
常
勤
職
員
の
第

一
種
報
酬
の
額

）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
６
年
９
月
30日

警
視
総
監　
緒　

方　
禎　

己

「1,160円

」を

「1,230円

」に
改
め
る
。

附　
則

こ
の
告
示
は
、
令
和
６
年
10月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

規
　
　
　
程
（
交
）

◉
交
通
局
規
程
第
五
十
二
号

東
京
都
交
通
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関

す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
十
五
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
七
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示
（
教
）

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
告
示
第
三
十
号

令
和
六
年
東
京
都
教
育
委
員
会
告
示
第
十
二
号
（
令
和
六
年
度
非

常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
教
育
委
員
会

「9,000円

」
を
「9,500円

」
に
、
「1,160円

」
を
「1,230円

」

に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
二
十
八
号

令
和
六
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
六
号
（
令
和
六

年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
十
二
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
四
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
十
三
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
五
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
十
四
号

令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
六
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
交
通
局
長　

久　

我　

英　

男

東
京
都
交
通
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及

び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関

す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
交
通
局
規
程

第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
」
、
「
（
規
則
第
七
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
及
び
「
（
法
附
則
第
二
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
八
条
中
「
（
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「児

童
手
当

特
例
給
付

」
を
「児

童
手
当

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
２
号
様
式
(
第
３
条
関
係
) 

 

第
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

東
京
都
交
通
局
長
 
 
 
 
 
 

児
童
手
当
 
認

定
 

認
定
請
求
却
下
 
通
知
書
 

 
 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
付
け
で
請
求
の
あ
つ
た
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
 

 
認

定

 
 

 
 

 
 
認
定
請
求
を
却
下
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
 

記
 

認
定

に
関

す
る

事
項
 

 

 １
 
支
給
対
象
児
童
数
 

 
 

３
歳
未
満
 

 

 

人
 

 

３
歳
以
上
 

 

人
 

 

第
３
子
以
降
 

 

人
 

 
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
 

 
 

 

２
 
手
当
月
額
 

３
歳
未
満
 

 

 

円
 

 

３
歳
以
上
 

 

円
 

 

第
３
子
以
降
 

 

円
 

 

計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 

 ３
 
支
給
開
始
年
月
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
か
ら
 

 ４
 
支
給
対
象
児
童
に
該
当
し
な
い
児
童
の
氏
名
及
び
そ
の
理
由
 

 
 
 
( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

認
定
請
求
却
下
に
関
す
る
事
項
 

却
下
し
た
理
由
 

( 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

 備
考
 

 
 

１
 
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
以
内
に
、

東
京
都
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
)。

 
２
 
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
東
京
都
を
被

告
と
し
て
(訴
訟
に
お
い
て
東
京
都
を
代
表
す
る
者
は
東
京
都
交
通
局
長
と
な
り
ま
す
。
)、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て

も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知

つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
当
該
審

査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
当
該
裁
決
の
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）。

 
 

(
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
) 
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第３号様式（第３条関係）

（表）

（日本産業規格Ａ列４番）

所得の状況

 　　　　　　　　年分所得額

円

被用者・公務員・被用者でない者配偶者等の職業配偶者等の有無 配偶者等の氏名有・無

申立人による生計費の負担の状況
（該当するもの全てに〇）

申立人による監護相当の状況
（いずれかに〇）

職業等 通学先
(学生の場合のみ)

卒業予定時期
(学生の場合のみ)

1.同居し、日常生活上の世話・必要な保護をしている

2.別居しているが、定期的な連絡・面会等をしてお

り、監護相当である

3.その他（　　　　　　　　　　）

 1.生活費（食費、家賃等）
 2.学費
 3.その他（　　　　　　）

・学生
・無職
・その他

　・　　　・

　・　　　・

・父母指定者

・同居父母

・未成年後見人

　・　　　・

同一
・

維持

・未成年後見人

　・　　　・

・同居父母

　　　　年　　　　月　　　　日
　　　　年　　　　月

　　　　年　　　　月　　　　日

児童手当該当年月日

非該当年月日
３歳未満

生計
関係

児童との
関係

職 員 番 号

　・　　　・ 　・　　　・

３歳以上

　・　　　・ 　・　　　・

・同居父母

　・　　　・ 　・　　　・ 　・　　　・

　・　　　・ 　・　　　・ 　・　　　・・父母指定者

・同居父母

　・　　　・　・　　　・

第３子以降

児児童童手手当当　　受受給給者者情情報報

受
給
者

氏 名
住 所

性 別 男・女 生 年 月 日 　　　　　年　　　月　　　日 （　　　　　年　　　月　　　日変更）

〒　　　－

児童の兄姉等
(18歳に達する日以
後の最初の３月31
日を経過した後22
歳に達する日以後
の最初の３月31日
までの間にある者)

生年月日

児
　
　
　
童

氏　　　　名 続 柄 生 年 月 日

氏名 続柄

・　　　・ 同・別 　年　　　月

・　　　・ 同・別 　年　　　月

住所

　・　　　・

の別 の出国年月

・未成年後見人

　・　　　・ 　・　　　・同・別 　年　　　月

　・　　　・

住　　　　　　所
監護の
有　無

・未成年後見人

　・　　　・・父母指定者

・同居父母

同居･ 海外留学
別居 している場合

・学生
・無職
・その他

　・　　　・
1.同居し、日常生活上の世話・必要な保護をしている

2.別居しているが、定期的な連絡・面会等をしてお

り、監護相当である

3.その他（　　　　　　　　　　）

 1.生活費（食費、家賃等）
 2.学費
 3.その他（　　　　　　）

　・　　　・・父母指定者

・同居父母

有・無

・父母指定者

有・無
同一
・

維持

有・無
同一
・

維持

有・無
同一
・

維持

　・　　　・

・未成年後見人

　・　　　・

・　　　・ 同・別 　年　　　月 有・無

有・無

支給消滅事由

認定年月日
支給開始年月
消滅年月日

・　　　・ 同・別 　年　　　月

同一
・

維持
・　　　・ 同・別 　年　　　月

・　　　・ 同・別 　年　　　月 有・無
同一
・

維持

・　　　・

　・　　　・・父母指定者

・同居父母

・未成年後見人

　・　　　・ 　・　　　・ 　・　　　・

円
円

備考

　・　　　・・父母指定者

円

計　　　　　　　　　　　　　　円

　・　　　・

手当月額
３歳未満
３歳以上
第３子以降

同一
・

維持

・未成年後見人

　・　　　・ 　・　　　・

　・　　　・ 　・　　　・・父母指定者

・同居父母

・　　　・ 同・別 　年　　　月 有・無
同一
・

維持

・未成年後見人

　・　　　・

（裏）

円

円

　 　　
計 円 円 円 円

事務担当者 　 　

円

円 円 円 円

第３子以降 円 円 円 円

　

八
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　
円

　　　　　　　　　・　　　　　

支払金額

３歳未満 円 円

３歳以上 円

円

事務担当者 　 　 　 　

円

計 円 円 円 円
第３子以降 円 円 円

円

３歳以上 円 円 円 円

　

六
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　
円

円

円

円

　　　　　　　　　・　　　　　

支払金額

３歳未満 円 円 円

円

計 円 円 円 円

　　　　　　　　　・　　　　　

支払金額

３歳未満 円 円 円 円

３歳以上 円 円 円 円

第３子以降

四
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　
円

円

円

円

円 円 円

事務担当者 　 　 　 　

円

事務担当者 　 　 　 　 　
計 円 円 円 円

円

第３子以降 円 円 円 円 円
３歳以上 円 円 円 円

　 　 　

　　　　　　年　　度 　　　　　　年　　度

有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　
円

　　　　　　　　　・　　　　　

円 円

円

円

円

円

３歳以上 円 円
支払金額

３歳未満

円

円 円

計 円 円

円円

区分

現

況

届

届出の有無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

年度
　　　　　　年　　度 　　　　　　年　　度 　　　　　　年　　度

円 円 円

備考

前年の所得額

支
　
　
　
払
　
　
　
金
　
　
　
額

十
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　

円

円

円

支払金額

３歳未満 円

円 円

第３子以降 円

十
二
月
期

支払金額

３歳未満 円 円 円

３歳以上 円 円

第３子以降 円 円

計 円 円 円 円

事務担当者 　 　 　 　 　

備考

　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　
　

二
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　
円 円 円 円

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　

円 円 円

事務担当者 　

円 円 円

円 円

　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　
円
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別
記
第
五
号
様
式
か
ら
第
七
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「児

童
手

特
例
給

当付

」
を
「児

童
手
当

」
に
改
め
る
。

附　

則

１　

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

令
和
六
年
九
月
以
前
の
月
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
た
同
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭

和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
に

係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都

交
通
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程
別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
七
号
様
式

ま
で
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を

加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
五
十
三
号

東
京
都
地
下
高
速
電
車
と
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
線
と
の
時
間
制

乗
車
券
及
び
東
京
都
乗
合
自
動
車
一
日
乗
車
券
の
発
売
等
の
特
例
に

関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
交
通
局
長　

久　

我　

英　

男

東
京
都
地
下
高
速
電
車
と
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
線

と
の
時
間
制
乗
車
券
及
び
東
京
都
乗
合
自
動
車
一
日

乗
車
券
の
発
売
等
の
特
例
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す

る
規
程

東
京
都
地
下
高
速
電
車
と
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
線
と
の
時
間
制

 
第
４
号
様
式
(第
４
条
関
係
)
 

 

第
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

東
京
都
交
通
局
長
 
 
 
 
 
 

児
童
手
当
 
額

改
定
 

額
改
定
請
求
却
下
 
通
知
書
 

児
童
手
当
の
額
改
定
に
つ
い
て
は
 
請
求
、
届
出
 

職
権
 

に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
 

 
改

定

 
却

下
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
 

記
 

額
改

定
に

関
す

る
事

項
 

 

 １
 
改
定
後
の
支
給
対
象
児
童
数
 

 
 

３
歳
未
満
 

 

 

人
 

 

３
歳
以
上
 

 

人
 

 

第
３
子
以
降
 

 

人
 

 
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
 

 
 

 

２
 
改
定
後
の
手
当
月
額
 

３
歳
未
満
 

 

 

円
 

 

３
歳
以
上
 

 

円
 

 

第
３
子
以
降
 

 

円
 

 

計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 

 ３
 
改
定
年
月
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
か
ら
 

 ４
 
改
定
（
増
・
減
）
の
理
由
( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

 

額
改
定
請
求
却
下
に
関
す
る
事
項
 

却
下
し
た
理
由
 

( 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

 備
考
 

 

１
 
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
以
内
に
、

東
京
都
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
)。

 
２
 
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
東
京
都
を
被

告
と
し
て
(訴
訟
に
お
い
て
東
京
都
を
代
表
す
る
者
は
東
京
都
交
通
局
長
と
な
り
ま
す
。
)、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て

も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知

つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
当
該
審

査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
当
該
裁
決
の
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）。

 
 

(
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
) 
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に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
及
び
「
（
法
附
則
第
二
条

第
一
項
の
給
付
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
八
条
中
「
（
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

乗
車
券
及
び
東
京
都
乗
合
自
動
車
一
日
乗
車
券
の
発
売
等
の
特
例
に

関
す
る
規
程
（
令
和
元
年
交
通
局
規
程
第
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
程
に
よ
る
廃
止
前
の
東
京
都

地
下
高
速
電
車
と
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
線
と
の
時
間
制
乗
車
券

及
び
東
京
都
乗
合
自
動
車
一
日
乗
車
券
の
発
売
等
の
特
例
に
関
す

る
規
程
の
規
定
（
以
下
「
旧
規
程
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
発
売
し

た
乗
車
券
で
、
現
に
効
力
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
旧
規
程
第

二
条
第
一
号
及
び
第
八
条
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

規
　
　
　
程
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
十
七
号

東
京
都
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関

す
る
事
務
の
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
水
道
局
長　

西　

山　

智　

之

東
京
都
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及

び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関

す
る
事
務
の
取
扱
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程

第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
」
、
「
（
規
則
第
七
条
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第
１
号
様
式
（
第
３
条
関
係
）
 

 

第
 

 
 
 
 
号
 
 
 

年
 

 
月
 
 
日
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

東
京
都
水
道
局
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
手
当
関
係
書
類
 
返
戻
 

保
留
 
通
知
書
 

 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
付
け
で
請
求
(届
出
)の
あ
つ
た
 
 
 
 
 
 
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
理
由
 

 
で
 
返
戻
 

保
留
 
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
 

 
 
な
お
、
請
求
書
(届
出
書
)
を
再
提
出
す
る
際
に
は
、
こ
の
通
知
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

記
 

 

返
戻
し
た
理
由
 

保
留
し
た
理

由
 

 

１
 
記
載
内
容
の
不
備
 

     ２
 
添
付
書
類
の
不
備
 

 

 

 

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）
 

第
２
号
様
式
（
第
３
条
関
係
）

 

第
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

東
京
都
水
道
局
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
手
当
 
認

定
 

認
定
請
求
却
下
 
通
知
書
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
付
け
で
請
求
の
あ
つ
た
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
 

 
認

定

 
 

 
 

 
 
認
定
請
求
を
却
下
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
 

記
 

認
定

に
関

す
る

事
項
 

 

 １
 
支
給
対
象
児
童
数
 

 
 

３
歳
未
満
 

 

 

人
 

 

３
歳
以
上
 

 

人
 

 

第
３
子
以
降
 

 

人
 

 
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
 

 
 

 

２
 
手
当
月
額
 

３
歳
未
満
 

 

 

円
 

 

３
歳
以
上
 

 

円
 

 

第
３
子
以
降
 

 

円
 

 

計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 

３
 
支
給
開
始
年
月
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
か
ら
 

 ４
 
支
給
対
象
児
童
に
該
当
し
な
い
児
童
の
氏
名
及
び
そ
の
理
由
 

 
 
 
( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

認
定
請
求
却
下
に
関
す
る
事
項
 

却
下
し
た
理
由
 

( 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

備
考
 

 
 

１
 
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
以
内
に
、

東
京
都
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
)。

 
２
 
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
東
京
都
を
被

告
と
し
て
(訴
訟
に
お
い
て
東
京
都
を
代
表
す
る
者
は
東
京
都
公
営
企
業
管
理
者
水
道
局
長
と
な
り
ま
す
。
)
、
処
分
の
取

消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６

月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）
。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が

あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
な
お
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、

当
該
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
）
。
 

 

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）
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（裏）

円

円

　 　　
計 円 円 円 円

事務担当者 　 　

円

円 円 円 円

第３子以降 円 円 円 円

　

八
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

　　　　　　　　　・　　　　　・

支払金額

３歳未満 円 円

３歳以上 円

円

事務担当者 　 　 　 　

円

計 円 円 円 円

第３子以降 円 円 円

円

３歳以上 円 円 円 円

　

六
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

円

円

円

　　　　　　　　　・　　　　　・

支払金額

３歳未満 円 円 円

円

計 円 円 円 円

　　　　　　　　　・　　　　　・

支払金額

３歳未満 円 円 円 円

３歳以上 円 円 円 円

第３子以降

四
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

円

円

円

円 円 円

事務担当者 　 　 　 　

円

事務担当者 　 　 　 　 　
計 円 円 円 円

支払金額

３歳未満
円

第３子以降 円 円 円 円 円

３歳以上 円 円 円 円

円

円 円

　　　　　　年　　度 　　　　　　年　　度

有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

　　　　　　　　　・　　　　　・

円 円

円

　

円

支払金額

３歳未満

円

　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円 円円

円 円

円 円

円

円

３歳以上 円 円

備考

支払金額

３歳未満 円 円 円

３歳以上 円

第３子以降

区分

現
 
況
 
届

届出の有無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

年度
　　　　　　年　　度 　　　　　　年　　度 　　　　　　年　　度

円 円 円前年の所得額

支
　
　
　
払
　
　
　
金
　
　
　
額

十
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・

円

円 円

第３子以降 円

円 円

円

　

十
二
月
期

円 円

計 円 円

事務担当者 　 　 　 　
支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・

備考

　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
　

二
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円 円 円 円

円 円

事務担当者 　

円 円 円

円 円

計
円

　 　

第３号様式（第３条関係）
（表）

（日本産業規格Ａ列４番）

・　　　・ 同・別 　年　　　月 有・無
同一
・
維持

・未成年後見人

　年　　　月

・　　　・

円
備考

　・　　　・・父母指定者

円

計　　　　　　　　　　　　　　円

　・　　　・ 　・　　　・

　・　　　・　・　　　・

同一
・
維持

　・　　　・

手当月額
３歳未満
３歳以上
第３子以降

　・　　　・ 　・　　　・・父母指定者

・同居父母

支給消滅事由

支給開始年月
消滅年月日

　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　年　　　　月
　　　　年　　　　月　　　　日

有・無
同一
・
維持

有・無
同一
・
維持

有・無

　年　　　月 有・無

　年　　　月

　・　　　・ 　・　　　・・父母指定者

・同居父母

有・無

認定年月日

・未成年後見人

　・　　　・ 　・　　　・

　・　　　・

　・　　　・・父母指定者

・同居父母

同一
・
維持

・父母指定者

・同居父母

・未成年後見人

　・　　　・ 　・　　　・

　年　　　月

　年　　　月

住　　　　　　所

・　　　・ 同・別

・　　　・ 同・別

・学生
・無職
・その他

同居・ 海外留学

別居 している場合

・　　　・ 同・別

・　　　・ 同・別

　・　　　・

児童手当　受給者台帳

受
給
者

氏 名
住 所

性 別 男・女 生 年 月 日 　　　　　年　　　月　　　日 （　　　　　年　　　月　　　日変更）

〒　　　－

被用者・公務員・被用者でない者配偶者の職業配偶者の有無 配偶者等の氏名有・無

住所

　・　　　・

の別 の出国年月

同・別

職 員 番 号

児童の兄姉等
（18歳に達する日
以後の最初の３月
31日を経過した後
22歳に達する日以
後の最初の３月31
日までの間にある

者）

生年月日

児
　
　
　
童

氏　　　　名 続 柄 生 年 月 日

氏名 続柄

・　　　・ 同・別

・　　　・ 同・別 　年　　　月

　年　　　月 　・　　　・

　・　　　・

・父母指定者

第３子以降

　・　　　・

1.同居し、日常生活上の世話・必要な保護をしてい

る

2.別居しているが、定期的な連絡・面会等をしてお

り、監護相当である

3.その他（　　　　　　　　　　）

 1.生活費（食費、家賃等）
 2.学費
 3.その他（　　　　　　）

児童手当該当年月日

非該当年月日
３歳未満

監護の
有　無

・未成年後見人

　・　　　・・父母指定者

・同居父母

生計
関係

児童との
関係

有・無
同一
・
維持

有・無
同一
・
維持

円
所得の状況

　・　　　・

・未成年後見人

・父母指定者

・同居父母

・未成年後見人

　・　　　・

同一
・
維持

・未成年後見人

　・　　　・

・同居父母

 　　　　　　　　年分所得額

円

　・　　　・

　・　　　・ 　・　　　・

　・　　　・

申立人による生計費の負担の状況
（該当するものすべてに〇）

申立人による監護相当の状況
（いずれかに〇）

職業等
通学先

(学生の場合のみ)
卒業予定時期

(学生の場合のみ)

1.同居し、日常生活上の世話・必要な保護をしてい

る

2.別居しているが、定期的な連絡・面会等をしてお

り、監護相当である

3.その他（　　　　　　　　　　）

 1.生活費（食費、家賃等）
 2.学費
 3.その他（　　　　　　）

・学生
・無職
・その他

　・　　　・

　・　　　・　・　　　・

３歳以上

・同居父母

　・　　　・ 　・　　　・ 　・　　　・

・未成年後見人

　・　　　・
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第
４
号
様
式
（
第
４
条
関
係
）
 

第
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

東
京
都
水
道
局
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
手
当
 
額

改
定
 

額
改
定
請
求
却
下
 
通
知
書
 

児
童
手
当
の
額
改
定
に
つ
い
て
は
 
請
求
、
届
出
 

職
 
 
 
権
 
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
 

 
 

 
改

定

 
 

 
却

下
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
 

記
 

額
改

定
に

関
す

る
事

項
 

 

 １
 
改
定
後
の
支
給
対
象
児
童
数
 

 
 

３
歳
未
満
 

 

 

人
 

 

３
歳
以
上
 

 

人
 

 

第
３
子
以
降
 

 

人
 

 
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
 

 
 

 

２
 
改
定
後
の
手
当
月
額
 

３
歳
未
満
 

 

 

円
 

 

３
歳
以
上
 

 

円
 

 

第
３
子
以
降
 

 

円
 

 

計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 

３
 
改
定
年
月
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
か
ら
 

 ４
 
改
定
（
増
・
減
）
の
理
由
( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

額
改
定
請
求
却
下
に
関
す
る
事
項
 

却
下
し
た
理
由
 

( 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

備
考
 

 

１
 
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
以
内
に
、

東
京
都
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
)。

 
２
 
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
東
京
都
を
被

告
と
し
て
(訴
訟
に
お
い
て
東
京
都
を
代
表
す
る
者
は
東
京
都
公
営
企
業
管
理
者
水
道
局
長
と
な
り
ま
す
。
)
、
処
分
の
取

消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６

月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）
。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が

あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
な
お
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、

当
該
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
）
。
 

 

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）
 

別
記
第
五
号
様
式
か
ら
第
七
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「児

童
手

特
例
給

当付

」
を
「児

童
手
当

」
に
改
め
る
。

附　

則

１　

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

令
和
六
年
九
月
以
前
の
月
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
た
同
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭

和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
に

係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都

水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事

務
の
取
扱
規
程
の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、

所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
十
八
号

東
京
都
水
道
局
庁
内
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
水
道
局
長　

西　

山　

智　

之

東
京
都
水
道
局
庁
内
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

東
京
都
水
道
局
庁
内
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
水
道
局
管

理
規
程
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
中
「
待
機
員
」
の
下
に
「
又
は
東
京
都
水
道
局
処
務
規

程
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
水
道
局
訓
令
第
十
四
号
）
第
七
十
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
宿
直
員
」
を
加
え
る
。
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東
京
都
下
水
道
局
長　

佐
々
木　
　
　

健

東
京
都
下
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定

及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に

関
す
る
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規

程
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
」
、
「
（
規
則
第
七
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
及
び
「
（
法
附
則
第
二
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
八
条
中
「
（
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「児

童
手
当

特
例
給
付

」
を
「児

童
手
当

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
十
九
号

東
京
都
水
道
局
待
機
勤
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
水
道
局
長　

西　

山　

智　

之

東
京
都
水
道
局
待
機
勤
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

東
京
都
水
道
局
待
機
勤
務
規
程
（
昭
和
三
十
年
東
京
都
水
道
局
管

理
規
程
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を

第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る

待
機
に
つ
い
て
は
、
」
を
削
る
。

附　

則

１　

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
水
道
局
待
機
勤
務
規
程
の

規
定
は
、
待
機
勤
務
の
始
期
が
施
行
の
日
以
降
の
待
機
勤
務
に
つ

い
て
適
用
す
る
。規

　
　
　
程
（
下
水
）

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
十
五
号

東
京
都
下
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に

関
す
る
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
六
年
九
月
三
十
日
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第
２
号
様
式
（
第
３
条
関
係
）
 

第
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

東
京
都
下
水
道
局
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
手
当
 
認

定
 

認
定
請
求
却
下

 
通
知
書
 

 
 
 
 
 
 
 
 
年
 

 
月
 

 
日
付
け
で
請
求
の
あ
つ
た
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
 

 
認

定
 

 
 

 
 

 
 
認
定
請
求
を
却
下
 
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
 

記
 

 ２ 手当月額
 

   
 

認
定

に
関

す
る

事
項
 

 

 １
 
支
給
対
象
児
童
数
 

 
 
 

３
歳
未
満
 

 
 

 

人
 

 

３
歳
以
上
 

 

人
 

 

第
３
子
以
降
 

 

人
 

 
計

 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
 

 
 

 

２
 
手
当
月
額
 

３
歳
未
満
 

 
 

 

円
 

 

３
歳
以
上
 

 

円
 

 

第
３
子
以
降
 

 

円
 

 

計
 
 
 

 
 
 
 
 
 
円
 

 

３
 
支
給
開
始
年
月
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
か
ら
 

 ４
 
支
給
対
象
児
童
に
該
当
し
な
い
児
童
の
氏
名
及
び
そ
の
理
由
 

 
 
 
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

認
定
請
求
却
下
に
関
す
る
事
項

 

却
下
し
た
理
由
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

備
考
 

 
 

１
 
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
以
内
に
、

東
京
都
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）
。
 

２
 
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
東
京
都
を
被

告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
東
京
都
を
代
表
す
る
者
は
東
京
都
公
営
企
業
管
理
者
下
水
道
局
長
と
な
り
ま
す
。
）
、
処
分
の

取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
な
お
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、

当
該
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
）
。
 

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）
 

第３号様式（第３条関係）
（表）

（日本産業規格Ａ列４番）

所得の状況

 　　　　　　　　年分所得額

円

被用者・公務員・被用者でない者配偶者等の職業配偶者等の有無 配偶者等の氏名有・無

申立人による生計費の負担の状況
（該当するもの全てに〇）

申立人による監護相当の状況
（いずれかに〇）

職業等 通学先
(学生の場合のみ)

卒業予定時期
(学生の場合のみ)

1.同居し、日常生活上の世話・必要な保護をしている
2.別居しているが、定期的な連絡・面会等をしてお
り、監護相当である
3.その他（　　　　　　　　　　）

 1.生活費（食費、家賃等）
 2.学費
 3.その他（　　　　　　）

・学生
・無職
・その他

　・　　　・

　・　　　・

・父母指定者

・同居父母

・未成年後見人

　・　　　・

同一
・

維持

・未成年後見人

　・　　　・

・同居父母

　　　　年　　　　月　　　　日
　　　　年　　　　月

　　　　年　　　　月　　　　日

児童手当該当年月日

非該当年月日
３歳未満

生計
関係

児童との
関係

職 員 番 号

　・　　　・ 　・　　　・

３歳以上

　・　　　・ 　・　　　・

・同居父母

　・　　　・ 　・　　　・ 　・　　　・

　・　　　・ 　・　　　・ 　・　　　・・父母指定者

・同居父母

　・　　　・　・　　　・

第３子以降

児児童童手手当当　　受受給給者者情情報報

受
給
者

氏 名
住 所

性 別 男・女 生 年 月 日 　　　　　年　　　月　　　日 （　　　　　年　　　月　　　日変更）

〒　　　－

児童の兄姉等
（18歳に達する日
以後の最初の３月
31日を経過した後
22歳に達する日以
後の最初の３月31
日までの間にある

者）

生年月日

児
　
　
　
童

氏　　　　名 続 柄 生 年 月 日

氏名 続柄

・　　　・ 同・別 　年　　　月

・　　　・ 同・別 　年　　　月

住所

　・　　　・

の別 の出国年月

・未成年後見人

　・　　　・ 　・　　　・同・別 　年　　　月

　・　　　・

住　　　　　　所
監護の
有　無

・未成年後見人

　・　　　・・父母指定者

・同居父母

同居･ 海外留学
別居 している場合

・学生
・無職
・その他

　・　　　・
1.同居し、日常生活上の世話・必要な保護をしている
2.別居しているが、定期的な連絡・面会等をしてお
り、監護相当である
3.その他（　　　　　　　　　　）

 1.生活費（食費、家賃等）
 2.学費
 3.その他（　　　　　　）

　・　　　・・父母指定者

・同居父母

有・無

・父母指定者

有・無
同一
・

維持

有・無
同一
・

維持

有・無
同一
・

維持

　・　　　・

・未成年後見人

　・　　　・

・　　　・ 同・別 　年　　　月 有・無

有・無

支給消滅事由

認定年月日
支給開始年月
消滅年月日

・　　　・ 同・別 　年　　　月

同一
・

維持
・　　　・ 同・別 　年　　　月

・　　　・ 同・別 　年　　　月 有・無
同一
・

維持

・　　　・

　・　　　・・父母指定者

・同居父母

・未成年後見人

　・　　　・ 　・　　　・ 　・　　　・

円
円

備考

　・　　　・・父母指定者

円

計　　　　　　　　　　　　　　円

　・　　　・

手当月額
３歳未満
３歳以上
第３子以降

同一
・

維持

・未成年後見人

　・　　　・ 　・　　　・

　・　　　・ 　・　　　・・父母指定者

・同居父母

・　　　・ 同・別 　年　　　月 有・無
同一
・

維持

・未成年後見人

　・　　　・
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（裏）

円

円

　 　　
計 円 円 円 円

事務担当者 　 　

円

円 円 円 円

第３子以降 円 円 円 円

　

八
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

　　　　　　　　　・　　　　　・

支払金額

３歳未満 円 円

３歳以上 円

円

事務担当者 　 　 　 　

円

計 円 円 円 円

第３子以降 円 円 円

円

３歳以上 円 円 円 円

　

六
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

円

円

円

　　　　　　　　　・　　　　　・

支払金額

３歳未満 円 円 円

円

計 円 円 円 円

　　　　　　　　　・　　　　　・

支払金額

３歳未満 円 円 円 円

３歳以上 円 円 円 円

第３子以降

四
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

円

円

円

円 円 円

事務担当者 　 　 　 　

円

事務担当者 　 　 　 　 　
計 円 円 円 円

円

第３子以降 円 円 円 円 円

３歳以上 円 円 円 円

　 　 　

　　　　　　年　　度 　　　　　　年　　度

有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

　　　　　　　　　・　　　　　・

円 円

円

円

円

円

円 円

３歳以上 円 円
支払金額

３歳未満

円

円 円

計 円 円

円円

支払金額

区分

現

況

届

届出の有無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

年度
　　　　　　年　　度 　　　　　　年　　度 　　　　　　年　　度

円 円 円

備考

前年の所得額

支
　
　
　
払
　
　
　
金
　
　
　
額

十
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・

円

円

円

支払金額

３歳未満 円

円 円

第３子以降 円

十
二
月
期

３歳未満 円 円 円

３歳以上 円 円

第３子以降 円 円

計 円 円

事務担当者 　 　 　 　 　

備考

　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
　

二
　
月
　
期

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円 円 円 円

支払年月日 　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・

円 円 円

事務担当者 　

円 円 円

円 円

　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　・
円

第
４
号
様
式
（
第
４
条
関
係
）
 

第
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

東
京
都
下
水
道
局
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
手
当
 
額

改
定

 

額
改
定
請
求
却
下

 
通
知
書
 

児
童
手
当
の
額
改
定
に
つ
い
て
は
 
請
求
、
届
出
 

職
権
 

に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
 

 
改

定
 

 
却

下
 
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
 

記
 

 ２ 手当月額
 

   
 

額
改

定
に

関
す

る
事

項
 

 

 １
 
改
定
後
の
支
給
対
象
児
童
数
 

 
 
 

３
歳
未
満
 

 
 

 

人
 

 

３
歳
以
上
 

 

人
 

 

第
３
子
以
降
 

 

人
 

 
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
 

 
 

 

２
 
改
定
後
の
手
当
月
額
 

３
歳
未
満
 

 
 

 

円
 

 

３
歳
以
上
 

 

円
 

 

第
３
子
以
降
 

 

円
 

 

計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 

３
 
改
定
年
月
 
 
 
 
 
 
年

 
 
 
月
か
ら
 

 ４
 
改
定
（
増
・
減
）
の
理
由
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

額
改
定
請
求
却
下
に
関
す
る
事
項

 

却
下
し
た
理
由
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

備
考
 

 

１
 
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
以
内
に
、

東
京
都
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）
。
 

２
 
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
東
京
都
を
被

告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
東
京
都
を
代
表
す
る
者
は
東
京
都
公
営
企
業
管
理
者
下
水
道
局
長
と
な
り
ま
す
。
）
、
処
分
の

取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
な
お
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、

当
該
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
）
。

 

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）
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第
４
号
様
式
（
第
４
条
関
係
）
 

第
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

東
京
都
下
水
道
局
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
手
当
 
額

改
定

 

額
改
定
請
求
却
下

 
通
知
書
 

児
童
手
当
の
額
改
定
に
つ
い
て
は
 
請
求
、
届
出
 

職
権
 

に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
 

 
改

定
 

 
却

下
 
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
 

記
 

 ２ 手当月額
 

   
 

額
改

定
に

関
す

る
事

項
 

 

 １
 
改
定
後
の
支
給
対
象
児
童
数
 

 
 
 

３
歳
未
満
 

 
 

 

人
 

 

３
歳
以
上
 

 

人
 

 

第
３
子
以
降
 

 

人
 

 
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
 

 
 

 

２
 
改
定
後
の
手
当
月
額
 

３
歳
未
満
 

 
 

 

円
 

 

３
歳
以
上
 

 

円
 

 

第
３
子
以
降
 

 

円
 

 

計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 

３
 
改
定
年
月
 
 
 
 
 
 
年

 
 
 
月
か
ら
 

 ４
 
改
定
（
増
・
減
）
の
理
由
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

額
改
定
請
求
却
下
に
関
す
る
事
項
 

却
下
し
た
理
由
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

備
考
 

 

１
 
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
以
内
に
、

東
京
都
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）
。
 

２
 
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
東
京
都
を
被

告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
東
京
都
を
代
表
す
る
者
は
東
京
都
公
営
企
業
管
理
者
下
水
道
局
長
と
な
り
ま
す
。
）
、
処
分
の

取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
な
お
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
で
あ
つ
て
も
、

当
該
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
）
。

 

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）
 

道
路
都
市
高
速
道
路
第
一
号
線
（
新
京
橋
連
結
路
）
建
設
事
業
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
着
工
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
東
京
都

東
京
都
知
事　

小
池　

百
合
子

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

首
都
高
速
道
路
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

寺
山　

徹

千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
四
番
一
号

二　

対
象
事
業
の
名
称

東
京
都
市
計
画
道
路
都
市
高
速
道
路
第
一
号
線
（
新
京
橋
連
結

路
）
建
設
事
業

三　

工
事
着
手
の
予
定
年
月
日

令
和
六
年
十
月
一
日

四　

工
事
完
了
の
予
定
年
月
日

令
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日

五　

届
出
日

令
和
六
年
九
月
十
日

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く
着
工
の
届
出

に
つ
い
て

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
）
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
市
高
速
鉄
道

第
七
号
線
品
川
～
白
金
高
輪
間
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

◉
東
京
都
議
会
議
長
告
示
第
二
号

令
和
六
年
東
京
都
議
会
議
長
告
示
第
一
号
（
令
和
六
年
度
非
常
勤

職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

東
京
都
議
会
議
長　

宇
田
川　

聡　

史

「1,160円

」
を
「1,230円

」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
　
　
　
告

軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
指
定
の
取
消
し
に

つ
い
て

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
百
四
十

四
条
の
九
第
三
項
及
び
東
京
都
都
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
東
京
都

条
例
第
五
十
六
号
）
第
百
三
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
約

業
者
の
指
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

氏
名
又
は

名
称

代
表
者
の

氏
名　
　

主
た
る
事
務
所
又
は

事
業
所
の
所
在
地

取
消
年
月
日

株
式
会
社

エ
ネ
サ
ン

ス
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ

ス

岡
田　

卓
也

港
区
海
岸
一
丁
目
二

番
二
十
号　

令
和
六
年
九
月

三
十
日

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く
着
工
の
届
出

に
つ
い
て

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
）
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
市
計
画

別
記
第
五
号
様
式
か
ら
第
七
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「児

童
手

特
例
給

当付

」
を
「児

童
手
当

」
に
改
め
る
。

附　

則

１　

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

令
和
六
年
九
月
以
前
の
月
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
た
同
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭

和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
に

係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都

下
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る

事
務
取
扱
規
程
の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、

所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

告
　
　
　
示
（
消
）

◉東
京
消
防
庁
告
示
第
４
号

令
和
６
年
東
京
消
防
庁
告
示
第
３
号

（令
和
６
年
度
非
常
勤
職
員

の
第
一
種
報
酬
の
額

）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
令
和
６
年
９
月
30日

東
京
消
防
庁

　
　
　
　
　
　
　

消
防
総
監　

吉　
田　

義　
実

「1,160円

」を

「1,230円

」に
改
め
る
。

附　
則

こ
の
告
示
は
、
令
和
６
年
10月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示
（
議
）
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着
工
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

山
村　

明
義

台
東
区
東
上
野
三
丁
目
十
九
番
六
号

二　

対
象
事
業
の
名
称

都
市
高
速
鉄
道
第
七
号
線
品
川
～
白
金
高
輪
間
建
設
事
業　

三　

工
事
着
手
の
予
定
年
月
日

令
和
六
年
十
月
一
日

四　

工
事
完
了
の
予
定
年
月
日

令
和
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日

五　

届
出
日

令
和
六
年
九
月
十
一
日

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

円

一
箇
月

円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所
電
話

〇
三（
五
二
七
六
）〇
八
一
一（
代
）
郵便番号
１０１―００５１

三

鈴

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
丁
目
三
十
二
番
地
一

七
〇

六
、
六
〇
〇


